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市政だより

昭和53年10月1日 }li851 

g月 1日現在 前月比

人口計 6 3，6 5 3 + 191 
男 30，5 9 0 + 93 
女 33，0 6 3 + 98 
世帯数 1 7，6 2 3 十 26

人口の動き
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秋の全国交通安全運動が、 9月 21日から

30固まで行われましたが、市、 警察、交通安

全協会など関係団体が参加して、車によるパ

レードを行い「交通事故の防止Jr飲酒運転

の追放Jなどを合言葉に、 街頭では道ゆく人

たちに風船やビラを配って呼びかけました。

また、高木市長も国道に立ち「事故に注意

して下さい」 とドライパーに声をかけていま

した。

老
人
と
子
ど
も
を

l

交
通
事
故
か
ら
守
ろ

安
全
運
転
・
安
全
歩
行
を
呼
び
か
け
る

つ
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/都書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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乙

乙

を

と

じ

て

く

だ

さ

し、
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活生

して「苦情なく
日
刀EI
 
U 、る

10月15日-21日 行政相談週間

十
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
に
し
た
い
人
は
希
望
に
そ
う
よ
う

で
全
国
い
っ
せ
い
に
「
行
政
相
談
に
し
ま
す
。

週

間

」

が

始

ま

り

ま

す

。

@

定

例

相

談

日

行
政
管
理
庁
の
行
政
相
談
員
は

.

十
月
十
二
日
午
前
九
時

t

公
正
な
第
三
者
の
立
場
か
ら
皆
さ
正
午
市
民
相
談
室

ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
@
巡
回
相
談
日

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
国
(
公
社
十
月
十
六
日
午
前
九
時

t

公
団
を
含
む
)
や
県
・
市
な
ど
の
正
午
竹
松
出
張
所

役

所

の

仕

事

に

つ

い

て

十

月

十

八

日

午

前

九

時

t

o

テ

キ

パ

キ

や

っ

て

も

ら

え

な

い

正

午

中

地

区

公

民
館

。
不
親
切
な
扱
い
を
・
つ
け
た

。
納
得
で
き
な
い

。
手
続
き
な
ど
が
ど
う
し
て
よ
い

か
わ
か
ら
な
い

。
乙
う
や
っ
て
ほ
し
い

な
ど
、
苦
情
や
相
談
や
意
見
が

あ
る
人
は
お
気
軽
に
ど
相
談
下
さ

、。取
扱
い
は
無
料
で
、
ま
た
都
密

火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙

事
前
に
消
防
署
へ
届
け
出
を

最
近
、
無
届
け
の
野
焼
き
、
草

焼
き
な
ど
、
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し

一す
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飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

い
行
為
が
し
ば
し
ば
発
生
し
、

付

近
住
民
に
不
安
を
与
え
て
い
ま
す

時
に
は
火
事
の
通
報
に
よ
り
、

消
防
車
が
出
動
す
る
乙
と
も
あ
り

ま
す
。そ
こ
で
次
の
よ
う
な
行
為
を
す

る
場
合
は
、
県
央
地
域
広
域
市
町

村
圏
組
合
火
災
予
防
条
例
第
四
十

五
条
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
消
防

署
長
に
届
け
出
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す。

皆
さ
ん
の
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

@
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
ま
た

は
火
災
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

箆
様
相
談

存

じ

で

ζ 

国
保
の
助
産
費
、
葬
祭

費
の
支
給
対
象
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か

①
助
産
費

・
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き

助
産
費
と
し
て
六
万
円
支
給

さ
れ
ま
す
。

-
出
産
は
、
妊
娠
四
カ
月
以
上

の
分
娩
で
、
出
産
・
死
産
・

早
産
な
ど
、
出
産
の
結
果
を

間
わ
ず
す
べ
て
対
象
と
な
り

ま
す
。

-
双
生
児
以
上
の
分
娩
に
対
し

て
は
、

出
産
児
数
に
応
じ
て

助
産
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

④
葬
祭
費

・
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

そ
の
葬
祭
を
行
う
人
に
葬
祭

費
と
し
て
一
万
五
千
円
支
給

@
煙
火
(
が
ん
具
用
煙
火
を
除
く
)

の
打
上
げ
ま
た
は
仕
掛
け

。
劇
場
等
以
外
の
建
築
物
そ
の
他

工
作
物
に
お
け
る
演
劇
映
画
そ

の
他
の
催
し
物
の
開
催

す

かさ
れ
ま
す
。

※
助
産
費
、
葬
祭
費
の
支
給
申

請
は
市
民
課
窓
口
へ

ど
う
ぞ

西
大
村
地
区
の
町
名
町
界
が

七
月
十
七
日
か
ら
変
更
さ
れ
ま

し
た
が
、
乙
の
乙
と
に
伴
い
、

新
し
い
町
名
に
よ
る
保
険
証
を

作
成
し
、
九
月
三
十
日
ま
で
に

国
保
加
入
世
帯
に
郵
送
し
ま
し

た。
今
ま
で
の
保
険
証
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
下

さ
い
。

@
水
道
の
断
水
ま
た
は
減
水

。
消
防
隊
の
通
行
そ
の
他
消
防
活

動
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
道
路
工
事(
大
村
消
防
署
)

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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下
水
道
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街
の
顔
で
す

IL' 

ゆ
月
間
日
は
体
育
の
日

栄

冠

は

十
月
十
日
は
「
体
育
の
日
」
で

す。
こ
の
国
民
の
祝
日
は
、
ひ
ろ
く

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的

に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
意
欲
を
高
め

る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
自

分
の
体
に
あ
っ
た
体
力
づ
く
り
を

し
て
下
さ
い
。

市
は
、
毎
年
、
十
月
十
日
に
市

民
球
技
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

りおおむ市政だより(3) 

ど

の
チ

市

民

球

技

大

.d. 
';Z:J; 

今
年
も
乙
の
時
期
が
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、
各
地
区
予
選
を
勝
抜

い
て
き
た
次
の
チ
1
ム
が
参
加
し

ま
す
。

〔
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〕
男
子

三

浦

鈴

田
大

村
西
大
村

今
村
陰
平
下

久
原
団
地
、
水
田
一
区

桜
馬
場
一
丁
目
、
乾
馬

場大
川
田
、
小
路
口
本
町

宮
代

萱竹

瀬松

で

す
三、

-園、p
、ー

松福

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

r¥  声

援

を

原重

今
富
、
矢
上

宮
本

〔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕
女
子

三

浦

鈴

田
大

村
西
大
村

日
泊
陰
平
下

外
浦
小
路

植
松
、
古
町

竹
松
鬼
橋
、
宮
小
路
三
丁
目

萱

瀬

荒

瀬

福
重
沖
田
、
立
福
寺

松

原

宮

本

以
上
の
二
十
三
チ
i
ム
が
参
加

し
ま
す
。

は
た
し
て
優
勝
の
栄
冠
は
ど
の

チ
1
ム
の
頭
上
に
輝
く
こ
と
で
し

ょ
v

つ。朝
九
時
か
ら
市
営
球
場
で
開
会

式
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
終
了
後
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
市
営
球
場
と
補

助
グ
ラ
ン
ド
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

が
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

各
地
区
の
代
表
に
皆
さ
ん
の
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
住
宅
統
計
調
査
に

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

全
国
的
な
規
模
で
、
十
月
一
日

現
在
の
住
宅
統
計
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。こ
の
調
査
は
、
住
宅
関
係
の
諸

施
策
に
必
要
な
統
計
を
つ
く
る
た

め
の
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、
昭

和
二
十
三
年
以
来
五
年
ご
と
に
行

わ
れ
て
お
り
、
今
回
は
七
回
目
に

当
た
り
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
し
て
、
昭
和
五

十
年
の
国
勢
調
査
区
を
国
の
方
か

ら
抽
出
し
、

八
十
七
調
査
区
・
約

三
千
世
帯
を
調
査
し
ま
す
。

調
査
の
内
容
は
、
住
宅
・
持
ち

家
・
敷
地
・
世
帯
な
ど
で
す
。

乙
の
結
果
は
、
国
・
県
・
市
が

実
施
す
る
住
宅
建
設
計
画
、
都
市

計
画
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ど

理
解
と
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
》

一

通

行

止

め

に

ご

協

力

を

一

一

市

は

、

公
共
下
水
道
工
事
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
通
り
国
道
一

一

た

め

、

現

在

次

の

と

お

り

車

両

付

近

ま

で

一

一
の
通
行
を
制
限
し
て
い
ま
す
。
期
間
来
年
二
月
九
日
ま
で
一

一

市
民
の
皆
さ
ん
、
特
に
周
辺
制
捜
昼
間
は
全
面
通
行
止
一

一
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ど
迷
め
一
部
昼
夜
全
面
通
行
一

一

惑

を

お

か

け

し

ま

す

が

、

ご

協

止

め

一

一
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
協
和
町
汚
水
管
布
設
工
事
一

一
@
京
本
町
{
西
本
町
(
下
波
止
場
所
農
道

t
岩
吉
鉄
工
所
一

一
通
り
)
汚
水
管
布
設
工
事
よ
こ
(
協
和
町
七
三

O
l
一

一
場
所
市
道
七
五
号
宮
ノ
本

七

三

一

)

一

一

西

本

町

線

(

東

本

町

三

四

期

間

十

一

月

十

日

ま

で

一

一

二

番

地

l
西

本

町

五

三

七

制

限

全

面

通

行

止

め

一

一

番

地

)

松

尾

医

院

前

か

ら

一

-1
、t
、t
‘t
、l
‘t
、ー、
1

・t
、t
‘t
、ー、
1
、l
、1
、l
‘ー、
l
、t
、t
‘1
‘ー‘
1
・L

一一一大村史談 15号刊行一一

内
容

O
幕

末
維
新
期

の
渡
辺
昇

。
原
氏
所

蔵
大
鏡

O
大
村
の

地
名
O
江

戸
の
通
し

矢
と
大
村

藩
士
O
日

本
の
築
城

と
大
村
域

修
理
O
長

崎
街
道
今

昔
O
戊
辰

図

書

を

あ

っ

せ

ん

~

「
地
方
選
挙
の
早
わ
か
り
」

来
春
執
行
予
定
の
統
一
地
方
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

選
挙
(
市
議
会
議
員
)
に
立
候
希
望
さ
れ
る
人
は
、
市
選
挙

V

へ
補
予
定
者
、
並
び
に
運
動
員
の
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お
申
し

V

必
携
図
書
と
し
て
、
「
地
方
選
出
下
さ
い
。

挙
の
早
わ
か
り
」
と
い
う
図
書
価
格
は
九
百
円
で
す
。

申込みは史談会へ

の
役
戦
跡
角
館
を
訪
ね
て

O
大

村
藩
大
筒
方
御
宿
処
と
藩
士
墓

O
史
料
と
し
て
今
富
一
瀬
家
系

図
、
大
曲
記
、
本
経
寺
大
村
家

墓
碑
群
案
内
、
大
村
純
黒
公
銅

像
、
絵
師
峯
経
山
旅
日
記
、
中

尾
静
摩
目
録
。
西
彼
方
面
史
跡

探
訪
記
、
史
談
総
目
録
な
ど

頒
価
千
円
送
料
百
二
十
円

申
込
現
金
引
換
ま
た
は
振
替
や

現
金
書
留
を
ど
利
用
下
さ
い

申
込
先
武
部
郷
三
二
三
|
一

市
立
史
料
館
内
大
村
史
談
会

振
替
長
崎
三
九
二

※
社
会
教
育
課
内
大
村
史
談
係
で

も
現
金
引
換
え
で
扱
い
ま
す
。
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(4) 

円
し与

皆

さ

ん

の

最
近
釣
を
楽
し
む
遊
漁
船
が
増

加
し
、

専
業
漁
業
者
の
操
業
の
妨

げ
に
な
る
よ
う
な
事
例
が
多
く
な

り、

漁
業
者
か
ら
苦
情
が
出
て
い

ま
す。漁
業
者
が
漁
業
法
な
ど
で
い
ろ

い
ろ
規
制
を
さ
れ
な
が
ら
漁
業
を

営
ん
で
い
る
よ
う
に
、

釣
を
楽
し

む
遊
漁
者
に
も
県
の
漁
業
調
整
規

則
で
漁
具
、
漁
法
な
ど
が
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。

※ 

て

い
釣
り
を

、ー

協

力

を

釣
を
楽
し
ま
れ
る
人
は
、

次
の

乙
と
を
必
ず
守
っ

て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

①
海
釣
り、

陸
釣
り
と
も
漁
業
者

の
妨
げ
に
な
る
行
為
を
し
な
い

乙
と

②
ま
き
餌
は
使
用
し
な
い
こ
と

@
餌
虫
は
採
掘
し
な
い
乙
と

④
人
工
漁
礁
で
釣
を
し
な
い
乙
と

⑤
水
中
銃
や
潜
水
器
具
を
使
用
し

<献血車での採血)

i 愛の献血に j 
t ご協力を}
J 大村地区定期献血日

: 毎月第3木曜日

な
い
こ
と

@
遊
漁
船
は、

速
度
、
夜
間
航
行

な
ど
で
漁
船
の
操
業
を
妨
げ
な

い
こ
と

⑦
遊
漁
船
は
、

漁
船
以
上
の
装
備

に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
る
こ

ム」
⑥
た
乙
釣
り
は
、

釣
り
糸

一
人
二

本
、
一

隻
四
本
ま
で
で
、
時
間

は
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
と
す

ヲ匂
こ
ん
」

な
お
、

遊
漁
船
を
所
有
す
る
人

で
大
村
遊
漁
組
合
未
加
入
の
人
は

こ
の
際
加
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

大
村
遊
漁
組
合
片
町
一
七
五

の

三

(
渡
辺
宅
)

曾
②
l
二
八
三

一

街

の

美

観

を

守

ろ

う

ど

お

「街
の
美
観
と
風
致
の
維
持
及

び
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止」

を
目
的
と
し
て
、
今
月
二
十
一

日

l
三
十
日
に
屋
外
広
告
物
指
導
強

調
旬
聞
を
実
施
し
ま
す
。

旬
間
中
は
違
反
に
対
し
て
は
、

警
告
、
除
却
、
呼
び
出
し
な
ど
の

処
置
を
行
い
ま
す
。

実
施
期
間
中
は
も
ち
ろ
ん
の
乙

と、

今
後
と
も
広
告
物
の
掲
示
に

つ
い
て
は
、

次
の

こ
と
に
ご
注
意

下
さ
い
。

。
許
可
を
受
け
て
い
ま

す
か

許
可
地
域

(都
市
計
画
区
域
な

ど
)
に
掲
示
す
る
時
は
、
土
木
事

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

屋
外
広
告
物

指
導
強
調
旬
間

務
所
な
ど
で
知
事
の
許
可
を
受
け

て
下
さ
い
。

。
禁
止
物
件
に
掲
示
し

て
い
ま
せ
ん
か

禁
止
物
件
と
は
街
路
樹

・
電
柱

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
を
い
い
ま
す

こ
れ
ら
の
物
件
に
広
告
物
の
掲

示
は
で
き
ま
せ
ん
。

。
道
路
上
に
表
示
し
て

い
ま
せ
ん
か

道
路
上
に
表
示
す
る
こ
と
は
、

道
路
法
及
び
道
路
交
通
法
の
規
定

に
よ
り
、
道
路
の
維
持
管
理
及
び

交
通
保
安
上
の
規
制
が
あ
る
の
で

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

道
路
標
識
は
ど
う
で
す
か

ご

意

見

を

お

寄

せ

下

さ

い

十
月
十
六
日
か
ら
二
十

一
日
ま

で
の
一
週
間
は
道
路
標
識
週
間
で

す
。道
路
標
識
は、

道
路
を
利
用
す

る
人
の
情
報
板
の
役
割
を
し
て
い

ま
す
。

-
標
識
は
正
し
い
位
置
に
立

っ
て

い
る
か

・
正
し
い
表
示
を
し
て
い
る
か

.
汚
損
し
て
い
な
い
か

・
案
内
標
識
が
な
く
迷
惑
し
て
い

「一旅館に お ける I 

」一一一基礎控除額が改正J

今
回
、
地
方

税
法
の

一
部
が

改
正
さ
れ、

旅

館
で
の
宿
泊
料

金
が
四
千
円
を

超
え
る
場
合
の

基
礎
控
除
額
が

十
月

一
日
か
ら

一
人

一
泊
二
千

円

(
現
行
千
五

百
円
)
に
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た

乙
の
基
礎
控

除
の
引
上
げ
に

な
い
か

な
ど
、
本
当
に
そ
の
目
的
を
果

し
て
い
る
か
を
調
査
し、

標
識
の

整
備
水
準
を
高
め
る
資
料
作
り
を

す
る
週
間
で
す
。

案
内
標
識
に
つ
い
て
、
あ
な
た

の
ど
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

長
崎
県
道
路
維
持
課

電
長
崎
@
!

O
五
O
四

諌
早
土
木
事
務
所
道
路
課

曾
諌
早
②

1
0
0
一
O

よ
り
、
宿
泊
料
が
五
千
円
の
場
合

税
額
は
三
百
円
と
な
り
、
従
来
よ

り
五
十
円
安
く
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
支
払
わ
れ
た
税
金
は

公
給
領
収
証
を
受
け
と
る
乙
と
に

よ
り
、
正
し
く
県
に
納
ま
る
し
く

み
に
な
っ
て
い
ま
す。

『公
給
領
収
証
』
は
納
税
の
し

る
し
と
し
て
必
ず
受
け
と
り
ま
し

ょ
・つ。
諌
早
県
税
事
務
所

諌
早
市
永
昌
東
町
二

一
一

宮
諌
早
②

1
0
0
一
O

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※
お
か
あ
さ
ん

農業者年金

「加入もれの人に

最後のチャンス」

法
改
正
に
よ
り
加
入
も
れ
の
人

に
救
い
の
手
、
二
度
と
期
待
で
き

な
い
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

時詰I 1思I~; 
型納16 2461 公月
間ま付|月51、1><
l~ jJ.x.額|分、 | 円)

お
う
ち
の
カ
ギ
は

早く納付の手続きを

農
業
者
年
金
の
給
付
を
受
け
る

た
め
に
は
、
保
険
料
を
一
定
期
間

納
め
る
乙
と
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
保
険
料
は
納
付
期

限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
る
と
時
効
が

完
成
し
ま
す
の
で
、
加
入
し
た
く

て
も
年
金
受
給
の
資
格
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
人
が
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
人
々
を
救
済
す
る
た

め
、
時
効
完
成
の
保
険
料
を
特
別

に
認
め
て
、
年
金
受
給
に
結
び
つ

け
る
よ
う
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し

た。
時
効
完
成
保
険
料
を
特
別
に
納

だ
い
じ
よ
う
ぶ
?

付
で
き
る
人
は
次
の
人
で
す
。

①
現
在
加
入
し
て
い
る
当
然
加
入

者
及
び
任
意
加
入
者

③
現
在
加
入
し
て
い
な
い
が
以
前

加
入
し
て
い
て
、
そ
の
後
資
格

を
失
っ
て
い
る
人

③
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
以

前
の
期
聞
に
つ
い
て
、
当
然
加

入
資
格
者
の
用
件
を
備
え
て
い

る
人
で
、
ま
だ
加
入
手
続
き
を

と
っ
て
い
な
か
っ
た
人

こ
の
よ
う
な
人
は
、
乙
れ
か
ら

加
入
手
続
き
を
し
て
、
当
然
加
入

資
格
の
期
間
、
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

さ
か
の
ぼ
っ
て
納

昭I--
7和| よカ
12 l 51! 会月
jj 51、| 宍
分、|円)

昭! 二一
1和| 而カ
121521 ~月
月52、|共
分、|円)

昭| 二一
1和，1カ
12 l 531 公月
月53、iλ
分、 |円)

昭 ! 三一
1和 | 二カ
月541 工月
分、 iバ
円)

通

常

保

険

料

の

額

(
時
効
未
完
成
又
は
納
期
未
到
来
の
期
間
)

め
る
こ
と
の
で
き
る

時
効
完
成
(
昭
和
四

十
六
年
一
月
か
ら
五

十
一
年
六
月
ま
で
)

保
険
料
は
一
カ
月
三

千
六
百
円
で
す
。

な
お
、
昭
和
五
十

一
年
七
月
以
降
の
保

静

也

町

晶

町

品

商

品

ザ

捧

農

家

の

花

嫁

(

婿

)

叩
月
日
日

l
m日
全
国
防
犯
運
動

険
料
に
つ
い
て
は
、
時
効
が
完
成

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
年
々

の
決
め
ら
れ
て
い
る
保
険
料
を
月

数
に
乗
じ
て
納
付
し
て
下
さ
い
。

保
険
料
収
納
は
、
毎
年
四
月
、

七
月
、
十
月
、
翌
年
の
一
月
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
十
月
を

過
ぎ
る
と
昭
和
五
十
一
年
の
七
'
・

八
・
九
月
分
の
保
険
料
は
時
効
で

納
付
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
(
以

後
順
次
時
効
が
完
成
し
て
い
き
ま

す
)加
入
さ
れ
る
人
は
、
早
自
に
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
農
協
へ

の

相
:Jl.! 

&κ 

[ま

各

地

区

農

協

支

所

長

さ

ん

ま

た

[ま

農

業

委

員

さ

ん

目、

ど

う

ぞ

稲
刈
・
み
か
ん
採
取
の

賃

金

が

決

ま

り

ま

し

た

農
業
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

三
年
に
お
け
る
稲
刈
、
み
か
ん
採

取
な
ど
の
標
準
賃
金
を
次
の
と
お

り
決
め
ま
し
た
。

稲
刈
・
み
か
ん
採
取
賃
金

(
一
日
当
り
食
事
な
し
)

三
千
五
吉
円

男

女
二
千
七
百
円

バ
イ
ン
ダ
ー
に
よ
る
稲
刈
料
金

十
ア
ー
ル
当
り
七
千
円

(
食
事
な
し
結
束
紐
を
含
む
)

※
ほ
場
な
ど
の
条
件
に
よ
り
二

O

Mm
以
内
で
料
金
の
増
減
¢
請
求

が
で
き
ま
す
。

出
か
せ
ぎ
共
済
制
度
に
加
入
を

市
内
を
離
れ
て
、
出
か
せ
ぎ
に

出
ら
れ
る
人
に
「
出
か
せ
ぎ
共
済

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

万
一
の
事
故
に
備
え
、
安
心
し

て
出
か
せ
ぎ
が
で
き
る
よ
う
共
済

制
度
(
会
員
)
に
加
入

L
ま
し
ょ

・つ。

1
年

間

で

5
百

円

会
員
の
資
格
一
カ
月
以
上
一
年

未
満
居
住
す
る
市
町
村
を
離
れ

他
人
に
一
わ
れ
て
働
く
、
い
わ

ゆ
る
出
か
せ
ぎ
者

会
費
一
年
間
で
五
百
円

※
詳
し
く
は
市
福
祉
課
へ
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

一、r
--z.
、，・・
1
i

、.2
・.，f
--
・2、J
・121
3

・--z
，、ょ・・・
.，f.‘
.z
、J
・・
ご
-KE--

・，.，、
-r

・.，EE--
、J
・・=.‘、.・・・
1
J-

…

祝

電

は

早

自

に

予

約

を

一

U

結
婚
、
誕
生
日
な
ど
祝
電
を
ご
希
望
の
日
の
午
前
ま
た
は
午
川

崎

)

~

打

つ

時

は

、

配

達

日

の

三

目

前

後

に

配

達

し

ま

す

。

旬

刊
ま
で
に
お
打
ち
に
な
り
ま
す
と
特
に
大
安
日
な
ど
は
殺
到
し
ゾ

ゾ
百
五
十
円
割
引
き
に
な
り
ま
す
ま
す
の
で
お
早
自
に
お
打
ち
下
ハ

市
「
配
達
目
指
定
電
話
」
は
、
さ
い
。

v

~
十
日
前
か
ら
受
付
け
て
お
り
、
(
大
村
電
報
電
話
局
)
い

d

、y-'t
，、fee
，f
，J-
、，p'er
‘E-
三一，，、
f
a

・JE-
-
f

、，1
.. 

‘Ef
t

，、-・
2

・，r
・J-
、，1
.. 

‘、.z
，J1
1
2
2
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犬

の

登

録

と

予
防
注
射
を
実
施

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

は
、
狂
犬
病
予
防
法
第
四
条
で
犬

の
所
有
者
は
毎
年
一
回
登
録
申
請

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
同
法
第
五
条
で

犬
の
所
有
者
は
、
そ
の
犬
に
狂
犬

病
予
防
注
射
を
六
カ
月
ご
と
に
受

け
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

必
ず
登
録
と
注
射
を
受
け
て
下

さ
い
。

対
象
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬

手
数
料
登
録
二
千
円

注
射
五
百
五
十
円

注
射
済
票
三
百
円

〔
お
願
い
〕

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
つ
れ
て
き
て
下
さ
い
。

人
を
か
む
お
そ
れ
の
あ
る
犬
に

は
、
必
ず
口
輪
を
つ
け
て
つ
れ
て

き
て
下
さ
い
。

ま
た
、
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ

犬
に
は
、
必
ず
首
輪
に
鑑
札
を
つ

け
て
下
さ
い
。

ー
な
お
、
当
日
は
受
付
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら
な
い

よ
う
ど
協
力
下
さ
い
。

。
犬
の
放
し
飼
い
は

絶
対
に
や
め
よ
う

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る

苦
情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な

犬
の
飼
い
方
は
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ・っ。未
登
録
の
犬
、
放
し
飼
い
の
犬

は
捕
獲
し
ま
す
の
.
で
、
た
だ
ち
に

登
録
を
済
ま
せ
、
正
し
い
犬
の
飼

い
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
不
用
犬
の
回
収
日

不
用
犬
の
回
収
日
は
、
毎
月
第

一
、
第
二
、
第
三
土
曜
日
の
午
前

中
で
す
。

不
用
犬
回
収
箱
は
市
役
所
・
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
回
収
日
以
外
の
日
は
森

園
町
の
県
畜
犬
抑
留
所
ま
で
つ
れ

て
行
っ
て
下
さ
い
。

撮
入
時
間
は
、
平
日
は
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
土
曜
日

は
午
前
十
時
か
ら
十
一
時
ま
で
、

日
曜
・
祭
日
は
撮
入
禁
止
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
死
ん
で
い
る
犬
も
撮
入

禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

。
犬
の
避
妊
手
術
に

補

助

金

狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
期
間
中

に
申
請
の
あ
っ
た
も
の
に
対
し
て

は
補
助
金
が
つ
き
ま
す
。

O
オ
ス

一
頭
当
り
手
術
料
三
千

五
百
円
(
飼
い
主
負
担
二
千

五
百
円
)

一
頭
当
り
手
術
料
七
千

O
メ
ス円
(
飼
い
主
負
担
五
千
五
百

円
)

た
だ
し
、
手
術
後
の
治
療
、
そ

の
他
は
実
費
が
必
要
で
す
。

希
望
者
は
印
鑑
持
参
の
う
え
、

予
防
注
射
会
場
で
お
申
込
み
下
さ

犬の登録と狂犬病予防注射日程

月日 | 実施場所 |実施時間

10/16 1市 役 所 |川 N

|今村公民館 10:30-11:00 

溝陸公民館 11: 15"'11: 30 
10/17 
三浦出張所 13:00-13:40 

大村市農協西部支所 !14:00~1410

平小 JII(倉田宅前) 9:30-..10:00 

鈴田出張所 10:15-10:30 

10/18 岩秘公民館 10: 40"""'11: 50 

13:30-14:00 

椎池公民館 14:30-15:10 

1問 |中地区住民センター 110:00"'15:00

寿古公民館 9:30"'10:20 

福重出張所 10:30"""'12:00 

10/20 立福寺ノイス停 13:00"'13:30 

富ノ原公民館 14:00-15:00 

植松公民館 15:20"'16:00 

徴神堂広場 9:30"""'10:00 

10: 30"""'11: 50 
10/23 

堺町公民館 114:15"'14:45

- て「ス押γ停「Tγ?一l卜「「「1叩此川…0:3東光寺公民館 l川11工:1珂5-1日1:30

松原出張所 I13止:0叩0-1日4:川00

武留路公民館

附 :竹松出張所 1 10:00~15:00 I 

i黒杢ーパ ス終点 u0:00"'10:15
|黒木小学校下 I10.30"'11:00 

久良原公民館 I11:15-11:30 

10/26 I萱瀬出張所 I13:00-13:30 

l南)11 内 :345~1400
1宮代公民館 14:15"'14:45

|大村市農協第1支所 15:00"'15:30 

※ 

印

月

は

固

定

資

産

税

三

期

分

• 
国

民

健

康

保

険

税

三

期

分

の

納

期

月

で

す ん
満
州
川
年
を
迎
え
た

郵

便

番

号

郵
便
番
号
は
、
郵
便
事
業
の
ヘ

~
近
代
化
を
図
る
た
め
、
昭
和
四
り

げ
十
三
年
七
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
…
・

川
今
年
で
ち
ょ
う
ど
満
十
年
を
迎
r

H

・
え
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
と
協
へ

~
力
で
、
現
在
で
は
九
O
M
m
の
郵
へ

山
便
物
に
番
号
が
記
載
さ
れ
る
よ
V

て
つ
に
な
り
ま
し
た
。

郵
便
番
号
は
、
区
分
け
作
業
V

山
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
ん

へ
役
目
を
持
っ
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
な
お
一
層
の
ど
~

V

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

J

一
、
読
み
違
い
や
す
い
字
体

三
一
、
各
々
の
数
字
を
続
け
た
も
ザ

の

日

・

こ
ニ
、
か
す
れ
た
数
字

~
四
、
書
体
が
太
く
つ
ぶ
れ
た
数
¥

字

山
五
、
赤
い
記
入
枠
か
ら
は
み
だ
イ

し
た
数
字

以
上
の
よ
う
な
書
き
方
を
す
へ

υ
る
と
、
機
械
が
読
み
取
る
こ
と
V

八
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
ま
た
人
手
小

~
作
業
に
も
読
み
間
違
い
を
す
る
~

い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

郵
便
番
号
は
、
黒
か
青
で
で
・

~
字
ず
つ
「
ハ
ッ
キ
リ
」
と
書
か
勺

川
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
大
村
郵
便
局
)



※
お
か
あ
さ
ん

昭和53年10月1日
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お
し
ら
せ

注
射
と
検
診

り

-
1歳
6
カ
月
児
検
診

乙
の
時
期
は
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代

を
卒
業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成

長
に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対
象
昭
和
五
十
二
年
三
月
生
れ

の
人
で
す
が
、
周
年
一
月
か
ら

二
月
生
れ
で
、
ま
だ
検
診
を
受

け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て

下
さ
い
。

日
時
十
月
十
三
日
二
一
十
日

午
後

一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

おおむ(7) 

登
言己
相
談

十
月
十
三
日

l主主j

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

市政だより

(毎
月
第
二
金
曜
日
)

日
時午

前
九
時
三
十
分

t
正
午

お
う
ち
の
カ
ギ
は

だ
い
じ
よ
う
ぶ
?

旬
月
日
日
1
羽
田

全
国
防
犯
運
動

料場
金所

市
役
所
第
一
会
議
室

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
は
お

で
か
け
下
さ
い
。

(
毎
月
第
三
木
曜
日
〉
一

日

時

十

月

十

九

日

一

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
~

法
律
相
談時

象

10月の妊婦と乳幼児の健康相談日程
日 |時間 |場所 |対

I a. "ln，....，11・nnl
乳幼児

妊婦と乳幼児

生後7カ月以」

妊婦と乳幼児

募

集

-
自
衛
官
(
各
種
)

一
、
幹
部
候
補
生

V
一
般
・
技
術

大
学
卒
業
の
男
子
(
来
春
卒

業
見
込
者
を
含
む
)

募
集
期
限

十
月
二
十
七
日

V
医
科
・

歯
科

・
薬
剤
科

専
門
の
大
学
卒
業
の
男
子

〈
来
春
卒
業
見
込
者
を
含
む
)

募
集
期
限
十
一
月
二
十
五

口
u

二
、
防
衛
大
学
校
学
生

高
校
卒
業
の
男
子
(
来
春
卒
業

見
込
者
を
含
む
)

募
集
期
限

十
月
二
十

一
日

三
、
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

高
校
卒
業
の
男
子
(
来
春
卒
業

見
込
者
を
含
む
)

募
集
期
限
十
月
二
十
一
日

四
、
看
護
学
生

高
校
卒
業
の
女
子
(
来
春
卒
業

見
込
者
を
含
む
)

募
集
期
限
十
一
月
二
目

玉
、
ニ
等
陸
・
海
・
空
士

V
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の

男
子
募
集
期
限

常
時

V

十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の

女
子
募
集
期
限
十
月
二
十

日
※
詳
し
く
は
市
民
課
ま
た
は
募
集

事
務
所
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

-
第
何
回

発
明
創
意
工
夫

コ
ン
ク
ー
ル
作
品

募
集
内
容

@
職
域
一
般
安
全
関
係
、
公
害

関
係
、
一
般
発
明
考
案

@
婦
人
一
般

台
所
関
係
、
日
用

品
関
係
、
一
般
創
意
工
夫

@
学
生
・
教
師
個
人
の
考
案
]

グ
ル
ー
プ
の
考
案
、
学
習
上

の
創
意
工
夫

資

格

県

内
在
住
者

応
募
申
込
応
募
者
は
所
定
の
申

込
書
に
発
明
工
夫
の
動
機
、
そ

の
特
徴
な
ど
、
出
願
中
の
も
の

は
図
面
を
添
付
し
て
、
そ
の
旨

記
入
の
う
え
発
明
協
会
長
崎
県

支
部
へ
送
付
、
ま
た
は
持
参
す

る
こ
と

応
募
締
切
十
月
三
十
一
日

申
込
先

発
明
協
会
長
崎
県
支
部

(長
崎
市
文
教
町
二
番
五
号、

長
崎
県
工
業
試
験
場
内
宮
長

崎
@

l
二
六
四
七
)

ス
ポ
ー
ツ

-
小
学
生車
球
ク
ラ
ブ

指

導

市

卓
球
協
会
員

対
象

小
学
五
・

六
年
生

練
習
日
十
月
十
四
日
か
ら
毎
週

土
曜
日
の
午
後
二
時
か
ら

場

所

市

民
体
育
館

参
加
料
五
百
円

申
込
期
限
十
月
十
一
日
ま
で

申
込
先

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

学
校
、
学
年
、
電
話
番
号
を
書

い
て
左
記
へ

坂
口
町
四
四
八
J
二

浅
田
謙
介
あ
て

曾
③
|
六
九
六
三

-

卓

球

大

会

i
市
長
杯
兼
県
体
予
選

i

主
催
大
村
卓
球
協
会

後

援

市

教
育
委
員
会

日

時

十

月
八
日
(
日
)

場

所

市

民
体
育
館

種

目

中

学
男
女、

高
校
男
女

一
般
男
A
・
B
、
壮
年
、
一
般

女
、
婦
人
各
シ
ン
グ
ル
ス

(
備
考

)ω
一
般
男
A
、
壮
年、

一
般
女、

婦
人
の
部
は
県
体

予
選
を
兼
ね
る
。
壮
年
の
部

は
三
十
五
歳
以
上
と
す
る
。

叫
県
体
予
選
種
目
は
市
内
在
住

者
、
他
の
種
目
は
市
内
在
住

在
学
、
在
勤
者
と
す
る
。

参
加
料

中
学
生
二
百
円

高
校
生

・一

般
三
百
円

申
込
期
限
十
月
七
日
ま
で

申
込
先

ハ
ガ
キ
に
参
加
種
目、

住
所
、
氏
名
を
書
い
て
左
記
へ

坂
口
町
四
四
八
|
二

浅
田
謙
介
あ
て

曾
③
|
六
九
六
三

-
実
業
団

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
十
月
十
五
日
(
日
)

午
前
九
時

場

所

市

民
体
育
館

種
目

A
部

・
B
部

(
初
心
者
)

編
成
男
子
ダ
ブ
ル
ス
二
組
・
シ

ン
グ
ル
ス
三
人

参
加
料
一
チ
l
ム
二
千
円

申
込
十
月
十
一
日
ま
で

玖
島
郷
二
五

市
役
所
内
パ
ド
ミ

ジ
ト
ン
協
会

中
島
泰
ニ
あ
て



(8) 

-
マ
マ
さ
ん

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
十
月
十
五
日
(
日
)

午
前
九
時

場
所
市
民
体
育
館

種
目
ダ
ブ
ル
ス

参
加
料
一
人
二
百
円

申
込
十
月
十
一
日
ま
で

玖
島
郷
二
五

市
役
所
内

パ
ド
ミ
ジ
ト
ジ
協
会

中
島
泰
二
あ
て

りおおむ市政だより

も
よ
お
し

昭和53年10月1日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111"1111111111111111111 

-
秋
季
慰
霊
祭

長
崎
県
舟
国
慰
霊
奉
賛
会
主
催

に
よ
る
慰
霊
祭
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

遺
族
並
び
に
市
民
多
数
の
参
拝

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
十
月
二
十
日

午
前
十
時
三
十
分
間
式

場
所
長
崎
県
忠
霊
塔

参
列
さ
れ
る
遺
族
の
人
の
遺
族

章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届
か
な
い

人
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
福
祉
課
、

各
出
張
所
、
遺
族
会
で
お
受
け
と

り
下
さ
い
。

-
大
村
子
ど
も
劇
場

第

8
回
例
会

ー
児
童
劇
「
2
+
3」
!

日
時
・
場
所

・
十
月
十
日
午
後
一
時

i
一一一時

午
後
四
時

t
六
時
、
市
民
会
館

大
会
議
室
(
三
階
)

-
十
月
十
一
日
午
後
六
時
三
十

分

t
八
時
三
十
分
、
福
祉
セ
ン

J々
I
E

対

象

四

歳

t
一
般
成
人

公
演
団
体
劇
団
「
風
の
子
」

入

場

料

正

会

員

千

円

当
日
会
員
千
五
百
円

連
絡
先
大
村
子
ど
も
劇
場
事
務

局
(
八
幡
町
さ
く
ら
タ
ク
シ
ー

前
、
雷
@
!
七

O
六
三
)

-
第
叩
回

市
民
音
楽
祭

日
時
十
月
二
十
一
日
(
土
〉

午
後
五
時
三
十
分
間
演

場
所
市
民
会
館
ホ
!
ル

主
催
大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会

市
教
育
委
員
会

市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

入
場
料
無
料

出
演
団
体
〔
邦
楽
〕
規
友
会
、

若
水
会
、
宮
城
会
、
星
風
会
、

筑
柴
会
、
部
会
、
鈴
菜
会
〔
器

楽
〕
大
村
ギ
タ

I
合
奏
団
、
パ

ー
ル
ハ
イ
ム
・
ギ
タ

l
ク
ラ
ブ

大
村
音
楽
同
郎
会
、
大
村
ジ
ャ

ズ
研
究
会
、
パ

l
ル
ハ
ワ
イ
ア

ジ
ズ
〔
コ
ー
ラ
ス
〕
大
村
混
声

合
唱
団
、
カ
ト
レ
ア
グ
ル
ー
プ

青
年
コ
ー
ラ
ス
、
少
年
合
唱
団

〔
声
楽
・
ピ
ア
ノ
〕
ユ
ジ
ク
グ
ル

ッ
ペ
、
辻
有
里
香
、
辻
澄
香

※
お
問
い
合
せ
は
社
会
教
育
課
へ

試

験

一
耳
と
言
葉
の
相
談
日

一

叩

月

幻

自

(

土

)

午

後

一

時

t
四
時

一

福

祉

年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
聞
に

各
職
種
ご
と
に
実
施

実
施
職
種
い
機
械
検
査
、
電
子
機

器
組
立
て
、
時
計
修
理
)
建
設

機
械
整
備
、
冷
凍
空
気
調
和
器

施
工
、
紳
士
服
製
造
、
和
裁
、

寝
具
製
作
、
帆
布
製
品
製
造
、

石
工
、
酒
造
、
建
築
大
工
、
か

わ
ら
ぶ
き
、
配
管
、
型
わ
く
施

工
、
鉄
筋
組
立
て
、
防
水
施
工

カ
l
テ
ジ
施
工
、
ガ
ラ
ス
施
工

建
築
透
視
図
製
作
、
テ
ク
ニ
カ

ル
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
建

築
製
図
、
機
械
製
図
、
電
気
製

-
技
能
検
定
試
験

受
験
申
込
期
間

二
十
日

実
施
期
間

十
月
十
一
日

l

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

l
ス
マ
高
原
花
庖
(
本
町
)
菊
一

ほ
か
切
花
五
十
本
、
'
鉢
植
三
鉢
、
一

義
則
(
寿
古
郷
・
亡
母
テ
イ
)
十

一

I

l

l

i

-

-

1

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

清

和

国

へ

鰻

頭

百

個

マ

日

本

専
売
公
社

一

、Ill
-
-
-
J

万
円
マ
株
本
マ
サ
子
〈
西
三
城

一

一

香

典

返

し

一

敬

称

略

町

・

亡

夫
克
)

五

万

円

マ

赤

水

清
春

(
本
町
二
丁
目
三
一
一
マ
野
村
時
代
(
栄
町
)
洗
剤
一
箱
大
村
営
業
所
タ
バ
コ
四
千
本
一

マ
水
主
町
老
人
ク
ラ
ブ
五
葉
会
マ
吉
田
政
夫
(
池
田
新
町
)
石
け
一

一
社
会
福
祉
事
業
費
へ

h
i
-
-
I
I
-
-

万
二
十
五
円
を
交
通
遺
児
に
マ

1
1
1
1
1
1
1
J

慰
問
、
巨
峰
二
十
キ
ロ
マ
中
山

一
マ
白
石
勝
雄
(
今
村
郷
・
亡
父
巽
)
一
一
般
寄
付
)
敬
称
略
鬼
崎
朋
昌
(
徳
泉
川
内
郷
)
千
円
身
語
正
宗
長
崎
教
区
演
芸
慰
問

ん
五
十
個
マ
(
有
)
光
建
設
岩
一

一
三
万
円
マ
中
嶋

勇

(宮
小
路

1
ー

ー

ー

を

慈

恵

荘

に

マ

(

有

)

光

建

設

岩

茶
六
百
グ
ラ
ム
マ
大
村
モ
デ
ル
永
満
生
(
西
本
町
)
菓
子
六
十
一

一

一

丁

目

・

亡

妻

康

枝

)

五

万

円

社

会

福

祉

事

業

費

ヘ

シ

ョ

ッ

プ

ミ

カ

ジ

缶

詰

二

ダ

l

袋
マ
船
本
行
徳
(
久
原
団
地
)
一

一
マ
田
崎
ヵ
、
不
(
桜
馬
場
二
丁
目
・
マ
西
田
健
(
東
三
域
町
)
千
四
永
満
生
(
西
本
町
)
菓
子
九
十
袋
ス
、
ハ
ジ
カ
チ
五
十
枚
マ
岩
松
プ
ド
ウ
十
六
キ
ロ
マ
貞
松
和
彦
一

一
亡
長
男
輝
喜
)

三

万

円

マ

岩

間

百

円

を

慈
恵
荘
に

晃

(

池

田

新

町

)

ジ

ュ

ー

ス

四

ダ

ほ

か

(

一

の

郷

)

歌

謡

慰
問

一

十
一
月
三
十
日

t
来

セ

ン

タ

図
、
構
造
物
現
図
製
作
、
貴
金

属
装
身
具
製
作
、
表
装
、
義
肢

装
身
具
製
作

合
格
発
表
来
年
三
月
二
十
七
日

※
合
格
者
に
は
一
殻
及
び
二
級

の
技
能
士
の
資
格
が
与
え
ら

れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
次
の
と
乙
ろ
へ
お
間

い
合
せ
下
さ
い
。

O
長
崎
県
職
業
訓
練
課

雷
長
崎
@
|
六
四
五
四

O
長
崎
県
技
能
検
定
協
会

雷
長
崎

@
l四
三
七
五

そ

の

他

-
昭
和
日
年
版

県
民
芋
帳
予
約
の
受
付

県
民
必
携
の
総
合
手
帳
を
ぜ
ひ

ど
愛
用
下
さ
い
。

様
式
大
型
中
間
口
ヨ
×

E
・閉口ヨ

小
型
白
∞
S
×】
0

・∞
S

頒

価

大

型

三

百

円

小
型
二
百
円

申
込
期
限
十
月
二
十
日

申
込
先
市
企
画
部
企
画
課
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